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研究成果の概要（和文）：本研究は、２つフェーズからなっており、第１フェーズでは、日本社会から非認知的
活動（係、掃除、リサイクル）を抽出し、ペルーに住む生徒や家庭、コミュニティでそれらを実施できるように
独自にアレンジした。第２フェーズでは、ペルーの公立学校で、上記の活動を実施した。その結果、生徒の自主
性が促進し、リーダーシップ力と意思決定力が育成され、さらに、家族や教師とのメンバー間の結束力が高ま
り、生徒たちの非認知的活動の実践意欲が促進されることを実証しました。発展途上国である中南米では、この
ような日本式特別活動はありません。本研究によって、中南米において初めて、日本的な教育活動が開始するこ
とができた。

研究成果の概要（英文）：This study consists of two phases. In the first phase, non-cognitive 
activities (Kakari, Osoji, and Recycling) were extracted from Japanese society and arranged so that 
they could be implemented by students, their families, and communities in Peru. In the second phase,
 the above activities were implemented in Peruvian public schools. The results demonstrated that the
 activities promoted student autonomy, fostered leadership and decision-making skills, and 
furthermore, increased cohesion among members of the family and teachers, and promoted students' 
willingness to practice non-cognitive activities. In Latin America, a developing country, there are 
no such Japanese-style special activities (Tokkatsu). This project allowed the first Japanese-style 
educational activities (Tokkatsu) to be initiated in Latin America.

研究分野： 教育学
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su　Local Community
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
教育上の成功は、多くの場合、社会感情的スキルの発達ではなく、成績や科目の知識と関連付けられています。
しかし、日本では認知学習と非認知学習を、総合的な教育カリキュラムの中に、特別活動（特活）として組み込
んでいる。現在のところ、中南米ではこのような日本式の特別活動は無い。本研究によって、日本式特別活動の
内容を、中南米で初めて、ペルーにおいて実践することができ、それを今後、長期間継続させることによって、
生徒自身や家族、彼らが住んでいる地域、ひいては、中南米社会全体において、市民的資質の大幅な向上が期待
できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
 
 ラテンアメリカ諸国は国際評価で得られるスコアが低いことを常に懸念している。各国の教
育機関は教育カリキュラムの改善に努めていますが、より学術的な内容（認知的知識）に重点を
置いています。しかしながら、実際には、結果が矛盾しており、認知的知識の獲得と非認知的活
動の実践には大きな問題があります。そのため、日本のような前向きな教育経験に基づいて、よ
り総合的な教育を開発する必要があります。日本の教育モデルの特長の一つは、日本人が学校で
行う「特活」と呼ばれる特別活動（非認知的活動）です。清掃、リサイクル、ボランティア活動
は、日本国民の間に規律と集団意識を築かせる特別な活動の一部です。さらに、日本は国際評価
（認知的知識）で高いスコアも獲得しているため、世界で最も成功した教育モデルの一つとみな
されており、また、社会的行動（非認知スキル）でも規律と忍耐力が際立っています。従って、
ラテンアメリカ諸国においても、将来的に社会を担う人々の市民的資質形成における非認知ス
キルの効果を考慮することが重要と言える。 
 
２． 研究の目的 

 
 本研究は、ラテンアメリカ諸国、特にペルーにおける教育能力の発達に対する非認知活動の影
響に関連する特定の側面に焦点を当てました。 この研究の目的は、プロジェクト名「Osoji-Japan」
に定期的に参加しているペルーの公立学校の家族と子供たちに対する 3 つの特定の非認知スキ
ル活動（掃除、リサイクル、ボランティア活動）の効果を明らかにし、これらの活動に参加する
ことを妨げたり促進したりする要素を調査することである。 
 
３． 研究の方法 
 
まず、ペルーにある学校の現役 1 年生と 2 年生を対象とした調査から始めた。この段階の研究

課題は、3 つの特別活動への生徒の参加頻度に影響を与える要因を明らかにすることであった。
次に、意図的に選ばれた 5 人の生徒と、その家族を追跡調査し、インタビュー対象者の分析を通
じて、その結果をさらに深く調査する方法を取った。この段階では、学習プロセスにおける教育
的能力として、非認知的活動に参加する生徒のモチベーションを高める３つの要素を分析する
ことであった。また、ペルーの公立学校内で本プロジェクトを実施し、３つのアンケートを作成
し、実施した。この段階では、学習プロセスにおける教育的能力として、非認知活動に参加する
生徒のモチベーションを高める要素に焦点を当てた。 
 
４． 研究成果 

 
 本研究では、ラテンアメリカにおける非認知的活動の実践の欠如と、非認知的活動が教育的能
力の発達に及ぼす効果に焦点を当てている。したがって、初年度に、フィールドワークを通じて
日本の学校における最も関連性の高い活動を特定しました。その結果、「掃除」、「リサイクル」、
「ボランティア」の３つの活動を選択した。これらを選択した理由は、ラテンアメリカでも実施
できる可能性があるからであった。２年目は、COVID-19 のパンデミックのさなか、ペルーで、
このプロジェクトを実施した。上記３つの特別活動は、現地教員による指導のもと、生徒たちの
家庭から、順調に実施することができた。パンデミック後の３年目に、私は、現地のペルーに訪
問し、フィールドワークを行った。ペルーの公立学校で、校長、教員、生徒たちの積極的な参加
により、上記３つの活動を実践することができた。この活動は、まぎれもなく、ラテンアメリカ
における最初の日本的教育活動（特活）の始まりであった。 
 
ペルーでの特活に関連したラテンアメリカ初のプロジェクトであり、ある程度の制限があっ

たにもかかわらず、教育界にとってプラスの利益が見出された。本研究の成果は、次の２つのフ
ェーズで説明する。 
 
A）フェーズ I、パンデミックによるクローズドスクール： 本研究の新規性は、バーチャル教育
によって学校のクラスをまとめ、子どもだけでなく、その家族も自宅から参加できることである。
（アンケート調査、生徒の自宅からの活動、オンラインインタビューなどを実施した）。その意
味で、ペルーのオンライン教育による特活に関連する非認知能力育成の研究は、発展途上国にお
いて有効と考えられる。これは、COVID-19 のパンデミックがすべての国に影響を及ぼしている
ことから考えると、今日のシナリオに有効である。本研究では、まず、このプロジェクトに定期
的に参加している家族や子どもたちに、これらの特定の非認知スキル活動が与える効果を測定
することを目指した。次に、このプロジェクトをより大きな教育コミュニティで応用できるよう
にするため、参加者の参加を妨げる要因や促進する要因を調査した。 



 
 
B) フェーズ II、オープンスクール: パンデミック後に学校が再開された際に、このプロジェ
クトをペルーの学校内で実施した (アンケート、学校内でのワークショップ、学校内でのセミナ
ーとインタビューを実施した（図１～３参照）)。その結果、次の３つの非認知活動に参加する
ことで、(1) 生徒の自主性が促進され、(2) 生徒のリーダーシップと意思決定スキルが発達し、
(3) 家族の関与とメンバー間の結束が促進されることが明らかになった。このプロジェクトを
通じて、「学ぶ実践」を促進することができた。これらはすべて、生徒のモチベーションと協調
性を高める関連要素であり、学習プロセスにおける教育能力としての非認知活動の発達を促進
できる可能性があることがわかった。これは、生徒だけでなく、大人に対する非認知活動の効果
においても、さらなる研究を行うための良い出発点となる。この実践を通して、教育システムと
家族の間に新たな架け橋を築き、理論（認知）と実践を結びつける理解に貢献することができる。
非認知的能力を実践することは、最終的には、将来の国民に影響を与える総合的な教育を促進す
るために極めて重要と言える。 

 

図３ ペルーの公立学校において、生徒が行った「掃除」、「リサイクル」、「ボランティア」
活動の様子。ラテンアメリカ初の日本式特別活動による教育。この活動により、生徒の自
主性を高め、実践による学び（learning by doing）の精神を身に付けさせることができ
た。また、この特活活動により、生徒や家族の結束力を促進することもできた。 

図１ ワークショップでは、活動の事前・
事後でアンケートを実施した。コーディネ
ータ（先生）がアンケートの方法を説明し
ている様子。 

図２ 特別活動について、先生が生徒に説
明している様子。先生は、事前に研究員に
よって特別活動に関する研修を受けた。 
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